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ミルジペプチド，ウイルス特異的な2本鎖 RNA などが TLRs 受容体によって認識される。
このような異物に対するパターン認識機構は，幅広く様々な生物種で観察され，進化の過
程で高い保存性を持った現象であり，本機構の重要性を物語っている。TLRsは，当初はショ
ウジョウバエの Toll 遺伝子産物のホモログとして同定された分子である（16）。Toll はショ
ウジョウバエの背腹軸の形成に関わる形態形成遺伝子として同定されたが，後になって本
遺伝子が真菌に対する防御反応を担っていることが明らかになったことを契機として，














かにされていないのが現状である。また，Damps 分子に対する受容体も前述の TLRs 受




























































図3 主なDamps分子 と 受容体
Damps分子 受容体
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図5 TLRs以外のパターン認識受容体
パターン認識受容体 認識する特異的リガンド
NOD様受容体（NLRs） IPAF         フラジェリン
Nalp1b Anthrax
Nalp3                      細菌RNA，尿酸結晶
Nod1 ペプチドグリカン
Nod2 ペプチドグリカン
RIG-I様受容体（RLRs） MDA5                      ピコナウイルス
Lgp2 インフルエンザウイルス
RIG-I パラミキソウイルス
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